
敷地　愛媛県三間町

活動関係図

まち目線のリサーチ活動

岡本邸　長屋門の歴史と使われ方

四国遍路には、「お接待」と呼ばれる文化がある。
遍路者に対して、地元の人々が食べ物や飲み物を差
し出したり、休憩場所や宿を提供したり、道を教え
たりする。この行為は見返りを求めない無償の善意
であり、1200 年以上にわたり四国の地域社会に根
付いてきた。長屋門は通りから直接アクセスできる
土間空間を備えており、通過者を受け入れる場とし
て機能し得る。その特性を活かすことで、地域とつ
ながり、まちにひらく可能性を持つ。

愛媛県三間町に残る長屋門は、[ 使用人や作男の住
居 ][ 農機具や肥料の収納庫 ][ 養蚕の作業場 ] として
使われていた。門を挟んで片側が倉、もう片側が作
業場、あるいは使用人の居室・養蚕室として利用さ
れており、現在は岡本家住宅の長屋門を含む屋敷の
活用（滞在施設化、周辺竹林整備など）について意
見交換や視察が行われ、文化の活用に目が向けられ
ている。

三間町に残る３つの長屋門

プロジェクト概要

岡本邸の長屋門を利活用し、高校生を主体とした拠点を
形成することをゴールイメージとしている。プロジェク
ト実施における前提として人口不足や流出があるため、
三間の外との関わりや三間エリアの高校生などの活動等
を意識し、みんなが「集える場所」を創出することで、
地域活性化等の取り組みを加速化させることを狙う。

岡本邸の長屋門を利活用し、高校生を主体とした拠点を
形成することをゴールイメージとしている。プロジェク
ト実施における前提として人口不足や流出があるため、
三間の外との関わりや三間エリアの高校生などの活動等
を意識し、みんなが「集える場所」を創出することで、
地域活性化等の取り組みを加速化させることを狙う。

三間エリアおよび予土線沿線を PRする観光プログラム
を開発することをゴールイメージとしている。現在三間
エリアにある、「道の駅みま」「四国霊場札所・龍光寺、
仏木寺」だけでなく、三間の高校生が取り組む「みま米
ライスバーガー」や庄屋跡の古民家等、地域が持つほか
の資源にも着目しつつ、観光を盛り上げるプログラムの
検討・実践を行う。

クリエイティブ camp
コーディネータを中心に三間町を舞台に活動
をしている・しようとしている人々を集め、
現地にて情報交換や場所性の議論、各活動の
展望、目的意識を共有することにより地域と
して発展してゆくコミュニティづくりに参画、
提案、運営を行っている。三間町の人間から
の視点、他プロジェクト、県外、世代を超え
た交流からこの町の可能性を模索している。

地元新聞への掲載記事

暮らす写真

JR務田駅

廃線予定のJR予土線

敷地

廃坑予定の三間分校

戦前までは養蚕所として使用
されおり、町の人々が多く集
まる場であった。

養蚕が廃業し、昭和 44 年から
生活の場として岡本邸の夫婦
が使用していた。

平成初期に改修をし、畳を保
管する倉庫として使用されて
いた。

三間町の歴史や長屋門に関す
る古書が保管される物置とし
て使用されていた。

地元の方々と協力して「まちにひらく長屋門」とし
て使用するために改修を行っている。

戦前 昭和４４年頃 平成初期～ 現在 PJ 開始

プロジェクトの３つの軸
１．拠点形成 ２．関係人口創出 ３．地域資源の調査
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愛媛県三間町は、農村景観を特徴とする地域
であり、四つのお遍路寺院と三つの長屋門を
有している。これらは歴史的・文化的資源と
して地域に根付いてきたが、近年は高齢化と
後継者不足が深刻化している。そのため、使
われていない長屋門や、三間米などの地域資
源を活かしつつ、コミュニティ再編を視野に
入れた持続的なまちづくりが課題となってい
る。

愛媛の現地リサーチ１年。かつて養蚕として使
われていた長屋門の改修。訪れた時、そこは物
置部屋となっていた。長屋門とはこの地域の庄
屋さんに設置された内外の境界となり、閉ざす
ことで外部の敵から身をまもる仕組みである。
今この三間地域では少子化により中高校が閉鎖
されつつある。母校を失う中高生がいつでも
帰って来れるようなサードスペースを長屋門を
用いて計画できないかと提案させていただいた
ことから始まった。地域の人と共に “まちにひ
らく” 長屋門をめざしゆっくり手を加えてゆく。

少子化により、2026 年 3月末をもって、
三間町にある三間分校が閉校を予定して
いる。母校を失う高校生にとって集まる
一つの居場所となるように長屋門を利活
用した拠点を形成する。

高齢化や、若者の流出により三間エリア
に関わるひとが減少していることで担い
手不足の課題を抱えている。地域の現状
を正しく理解する・共有する ワーク
ショップを三間町以外の人間も巻き込ん
で行うことで、高齢化が進む地域の問題
解決に取り組む。

予土線は、高知県の四万十町と愛媛県宇
和島市を結ぶ JR 四国の鉄道である。現在
赤字路線となっており、廃線の危機を迎
えているが、学生の通学路として利用さ
れるなど、地域にとって欠かせない存在
である。近年では、学生による予土線の
リサーチを行い、予土線復興とまちおこ
しに取り組んでいる。
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開口デザインとまちのひと

長屋門改修提案長屋門内部空間 3つの役割

開口部の役割

資金調達から設計・施工 「門」の間をデザインすることで

三 二 一

内部空間活用のすゝめ

“まちにひらく” をテーマに長屋門の活用方法を地域の方とともに模索した。空間に役割を与えることで使い方の指針を提案する。
一・二・三の三つの開口はこの長屋門が一）休憩所。二）コワーキング。三）まちの記憶資料館。として三つの空間ができることからデザインを決定した。
“三間” のみんなが活用できるまちに開かれた長屋門になることを願っている。

まちに開かれた長屋門

既存の壁を取り除き半屋外空間をつくり
だす。躯体の魅力はそのまま維持し、長
手方向に伸びる空間と三間の風景を切り
取る開口をデザインした。

施工には大勢の方に関わって頂くことができた。現地の高校生とは漆喰塗を大学生
がレクチャーし、味のある仕上げとなった。長屋門の通路で作業することで町に我々
の活動を見てもらうことができた。「何をやっているのか気になって」と立ち寄った
方が数分後には一緒に木材を切る。といったシーンも見られた。田舎のコミュニティ
では噂話はよく広まると聞いたことがあったが人が人を呼び、元来想定していなかっ
た見物人が増えていくのと同時に施工人員は増加していった。
今回の開口は、まちで作り上げた長屋門の新たな姿といえるだろう。

　長屋門扉改修計画はこの 10 分の１の
模型に準じて開口の機構、寸法、素材
を決定していった。予算は企業から協
賛いただいた 30 万円。そのため、でき
るだけコストを抑えた状態での施工が
求められた。現地の岡本夫婦や、高校
生から端材として再利用できる材、清
掃時に出た古材から組み立てることで
費用内におさめるよう努めた。
　また、色調も模型と本体とでできる
限り差が出ないようにすることで、長
屋門に対しての馴染ませ方をより慎重
に決定することができた。

門という線的な要素に対し長屋という空間の要素が挿入されることで、長屋門
は今まで様相を保ちながら主人と暮らし、主人と町との関係性を繋いできた。
町に面したファサードではなく、門の断面に動線として残っている間からデザ
インを施すことで通り過ぎるだけでなく、居場所としての可能性を展開し、長
屋門空間の活用の指針となる。保存され継承していく手法とは別に、手を加え
つつ使い方を模索する継承の仕組みを提案する。
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　１の開口には休憩所としての空間に適するよう、訪問者を
受け止め、寄りかかれる「面」としての機能を備えている。
　２の開口にはコワーキングとして活動の場として町に開い
てゆけるような仕掛けを施している。
　３の開口には奥にまで続く床を強調するようなデザインと
することで訪問者を奥にまで引き込む役割を与えた。
　３つの開口部はそれぞれ移動できる引き違い戸となってお
りシーンに合わせて組み合わせることができる。



配置図

長屋門改修と長屋門活用を通じた町づくり

展望~長屋門のこれからとまちのあり方~

2023 5.27-5.30 11.11-11.12 8.23-8.26

長屋門の歴史からこれからを考える まちで育てる扉の制作 ３つの開口 既存床の解体と活用

岡本邸裏の竹林整備

12.7 8.16-8.253.22-3.262024 2025
扉改修第 2弾扉改修第 1弾

団体横断シンポジウム団体横断シンポジウム

扉スタディ扉スタディ

竹あかり 材料搬入＆工業高校・大工さんとの検討地元の食材を使ったご飯の提供長屋門の見学活動団体発足

内部清掃＆実測

地域の高校生と岡本邸の裏の竹林を活用し、テーブル、
椅子を制作した。制作したテーブルを囲み、BBQをする
など地域との交流の第一歩となった。

裏山の竹林整備
竹ベンチの制作
竹アートワーク

竹製のカトラリー
竹製の食器

流しそうめん

三間町に残る３つの長屋門のうちのひとつである「毛利
邸」を見学し、当時の使われ方や残していくことの大切

岡本邸の裏の竹林を活用し、地域の高校生、子供たちとともに竹あかりを
制作した。竹には「稲穂」といった三間ならではの模様を地元の学生と一
緒に考え、長屋門の前面、岡本邸の裏庭に設置した。

シンポジウムでは地元の中学生、高校生、予土あすなど複数の団体と 8
グループに分かれ、三間町の今後について意見を交わした。「人口減少」
「予土線の廃線」などの問題解決と未来ビジョンを共有した。

高校生のサードスペース創出として始まった本 PJ だが現在は関係人口 100
人越えの地域プロジェクトとなっている。長年眠っていた長屋門は地域の溜
まり場、外とのつながりの場となっている。町と人との関係性が少しずつ変
わっていくように、長屋門も少しずつこの時代に即した形態を追い求める。

←左記の写真は一連のワークを京都の大学生に対してのプレゼンテーション
した様子である。建築と町づくり、大学生が関わることによる空間としての
場とコミュニティの場の再編成。それがもたらす地域課題に対しての解決策
をほかの地域でも活用できるよう伝播していきたい。

傷んだ床を剥がし、防腐剤を地元の高校生とともに塗った。扉に
関しては、回転式の扉に高校生が制作した棚を備え付けたデザイ
ンとした。まちの人と育てていくような、この場所を訪れる人が
飾っていける扉となった。

4回目の施工では、古書の重みによって沈んでいた床を
基礎から直していった。既存の束の高さを合わせるとと
もに、新しい鋼製束を 3列追加した。既存の床はなるべ
く丁寧に剥がし、今後の改修に活かしていく。

回転扉に不具合が起きていたため新しい開口を制作し
た。今後、長屋門をコワーキング・休憩・資料館の３つ
の機能で活用することから３つの扉をデザインした。

第二回の現地調査では、長屋門について調査している地元
の方からお話を伺い、三間町に残る長屋門の特徴を理解す
ることができた。そのなかで、岡本邸の長屋門だけが、か
つてまちに開かれ、養蚕の場として使われていたことを知
り、本プロジェクトのテーマを「まちに開く」と定めた。

長屋門の歴史を整理する

第一回の現地調査では、長屋門の歴史につ
いて残っている文書や写真の整理、共有を
行った。場としてどのようなポテンシャル
があるのか実物に触れながら、町を見なが
ら議論した。

三間を拠点に活動を始めようとする有志の
方々とともに町の持つ魅力についてリサー
チした。大学生によるあらたな切り口での
まちへの関わり方を吟味した。

月に一度の情報共有と提案、計画会議を
繰り返し継続的なまちづくりへ参画した。

現地調査 現地調査 基礎上げ＆床張り

活動の場としての長屋門

町にひらく シンポジウム
図書整理

裏山の竹林整備

宿場として

まちキッチン

地元の大工さんに協力をしていただき施工に使う資
材を長屋門に搬入していただきました。

活動を支えてくださっている地元の方と一緒に
三間の食材を使った炊き出しを行った。

岡本邸裏の竹を利用した器と、箸を制作し、料
理の盛り付けをした。
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